
石
井
市
議
は
来
年
四
月

か
ら
７
５

歳
以
上
の

高
齢
者
に

大
き
な
負

担
が
掛
か
っ

て
く
る
後

期
高
齢
者

医
療
制
度

に
つ
い
て

市
独
自
の

軽
減
措
置

な
ど
の
実

施
と
、
保

険
料
滞
納

者
の
保
険

証
取
上
げ

の
意
見
を

広
域
連
合
に
極
力
提
出
し

な
い
よ
う
求
め
ま
し
た
。

滝
本
市
長
は
「
軽
減
措

置
は
市
独
自
の
持
ち
出
し

に
な
る
の
で
困
難
」
「
保

険
証
取
上
げ
に
つ
い
て
は

納
付
相
談
の
内
容
を
十
分

審
査
し
、
総
合
的
に
判
定

し
適
正
に
対
応
し
て
い
く
」

と
答
え
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
井
原
駅
か

ら
田
中
美
術
館
の
間
に
観

光
客
用
の
案
内
所
と
ト
イ

レ
の
設
置
を
求
め
ま
し
た
。

市
長
は
「
井
笠
地
域
地

場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
に

観
光
案
内
所
の
看
板
を
設

置
す
る
」
と
答
え
、
ト
イ

レ
は
「
こ
の
間
に
あ
る
公

共
施
設
に
看
板
の
設
置
等

に
つ
い
て
検
討
し
た
い
」

と
答
え
ま
し
た
。

ま
た
「
平
日
に
市
役
所

に
行
き
に
く
い
人
た
ち
の

た
め
、
月
に
一
度
で
も
土
、

日
曜
日
に
市
民
課
を
開
設

し
て
は
」
と
の
提
言
に
「
手

続
き
は
代
理
で
も
郵
送
で

も
で
き
ま
す
。
三
月
末
と

四
月
初
め
の
日
曜
日
は
開

庁
し
て
い
る
の
で
ご
利
用

を
」
と
答
え
ま
し
た
。

森
本
市
議
は
ご
み
の
有

料
化
に
反
対
の
立
場
で
質

問
し
ま
し
た
。

森
本
市
議
は
「
市
民
に

新
た
に
徹
底
し
た
分
別
を

お
願
い
し
、
協
力
を
得
な

が
ら
減
量
を
。

ま
た
、
事
業
所
を
訪
問

し
分
別
の
徹
底
を
お
願
い

し
て
は
」
と
提
言
し
ま
し

た
。滝

本
市
長
は
「
ご
み
減

量
に
は
家
庭
ご
み
の
減
量

化
も
有
効
な
手
段
の
一
つ

だ
と
考
え
て
い
る
。

今
年
春
と
夏
に
可
燃
ご

み
不
燃
ご
み
の
中
の
資
源

化
可
能
ご
み
の
量
を
調
べ

た
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
約
２

割
程
度
あ
っ
た
。

事
業
系
ご
み
で
も
ま
と

ま
っ
て
入
っ
て
い
る
こ
と

も
あ
っ
た
。

市
民
に
は
リ
サ
イ
ク
ル

も
含
め
た
減
量
に
つ
い
て

説
明
会
を
含
め
て
徹
底
し

た
い
。
市
内
２
３
２
の
事

業
所
に
も
（
直
接
）
お
願

い
に
行
き
た
い
」
と
答
え

ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
森
本
市
議

は
耐
震
診
断
が
必
要
な
公

共
施
設
の
早
期
診
断
を
求

め
た
の
に
対
し
「
利
用
頻

度
が
高
い
井
原
図
書
館
や

井
原
体
育
館
は
予
算
化
す

る
。
他
の
施
設
も
順
次
対

応
し
て
行
き
た
い
」
と
答

え
ま
し
た
。

ま
た
、
国
が
今
年
度
か

ら
学
校
図
書
室
の
図
書
を

充
実
す
る
な
ど
の
予
算
化

を
し
た
こ
と
を
受
け
、
森

本
市
議
は
、
市
内
の
図
書

が
少
な
い
学
校
の
図
書
の

充
実
を
求
め
た
の
に
対
し

「
今
後
も
国
が
示
す
（
充

足
率
の
）
目
標
に
持
っ
て

い
く
こ
と
を
考
え
て
い
る
」

と
答
え
ま
し
た
。

市
民
病
院
の
移
転
地
と

し
て
市
が
取
得
し
た
七
日

市
町
地
内
の
地
蔵
平
の
土

地
を
墓
地
と
し
て
整
備
し

て
は
と
の
提
言
に
「
一
体

的
な
造
成
計
画
は
困
難
だ

と
考
え
て
い
る
。
今
後
、

機
が
熟
し
た
段
階
で
の
検

討
に
な
る
」
と
答
え
ま
し

た
。

市政についてのご意見ご要望をお聞かせ下さい。（電話 事務所６２－６２００ 森本宅６２－６０６１ 石井宅６２－４６６７）

川上武徳議員◆農業振興策について
石井敏夫議員◆後期高齢者医療制度の本市の取り組みについて ◆月に一度でも土

曜日・日曜日に市民課の窓口を開設しては ◆井原駅から田中美術
館の間に案内所を兼ねた休憩所とトイレの設置を

井口 勇議員◆市所有遊休地の有効活用について
河合建志議員◆井原市と上海市虹口区との友好親善都市縁組の締結について
森本典夫議員◆ごみの減量はごみ袋の有料化ではなく、徹底した分別の実施で ◆教育委員会関係の学校

施設以外の公共施設及び市長部局関係の公共施設の耐震診断の早期実施を ◆学校図書室
の図書の一層の充実を ◆美星町内の危険な防火用水槽は、市の責任で対処を ◆市が取
得した地蔵平の土地を、墓地として整備しては ◆以前の質問の「学校給食費未納問題」
と「認定証明書により障害者控除が受けられる制度の周知」について、その後の対応は

佐藤 豊議員◆空き家・空き農地の活用について ◆孤独死対策について ◆休校校舎を活用した農業振
興と食育について ◆福祉のマークの認知度向上について

宮地俊則議員◆全国学力テストの結果と今後の井原市の教育のあり方について ◆「ネットいじめ」問題
について ◆小・中学校の二学期制について ◆学童保育の充実について ◆協働のまち
づくり事業補助金について
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２００７年(平成１９年)１２月２０日 井 原 民 報（第１０６号） （１）

２００７年（平成１９年）井原市議会１２月定例会での質問議員の項目

質問席の森本市議

質問席の石井市議

井
原
市
議
会
十
二
月
定
例
会
が
十
二
月
三
日

か
ら
十
四
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
度
は
七
議
員
が
質
問
。
日
本
共
産
党
の

石
井
敏
夫
市
議
は
五
日
に
、
森
本
ふ
み
お
市
議

は
六
日
に
質
問
し
ま
し
た
。
両
市
議
の
質
問
と

執
行
部
の
答
弁
の
一
部
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

保険証取上げは慎重に
７５歳以上の医療で石井市議

事
業
所
訪
問
し

お
願
い

ご
み
減
量
の
た
め
の
提
言
に

分別の
徹底を



６月９月12月３月６月10月12月３月６月９月12月

水野　忠範 ○ ○ ○ 3
内田美千子 ○ ○ ○ ○ 4
川上  武徳 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7
上田  勝義 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7
宮地  俊則 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6
佐藤  　豊 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 11
大滝  文則 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7
上本  　昇

井口　  勇 ○ ○ ○ ○ ○ 5
森下  金三 ○ ○ ○ 3
田辺　隆則 ○ 1
河合  建志 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8
鳥越 　 勇 ○ ○ ○ ○ 4
佐能  直樹 ○ ○ 2
三宅  康之

石井  敏夫 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 11
谷本　仲弥 ○ ○ 2
猪原　保之 ○ ○ ○ ○ 4
鳥越孝太郎 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6
川上 　 泉 ○ ○ ○ 3
志多木茂夫

高田  正弘 ○ 1
藤原  清和

森本  典夫 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 11
藤原  正己

乘藤  俊紀 ○ 1

質問者合計 9 11 7 12 8 13 11 11 6 12 7

辞　　  職

議    長

発言
回数

議   　    　　長

井原市議会定例会
一般質問状況一覧

議 員 名
平成17年 平成18年 平成19年

十
月
三
十
日
、
日
本
共

産
党
井
原
市
委
員
会
の
五

市
長
に
要
望
書
を
手
渡
す

名
が
滝
本
市
長
に
会
い
、

新
年
度
の
予
算
編
成
に
あ

た
っ
て
市
民
の
声
を
採
り

上
げ
て
い
た
だ
き
た
い
と
、

百
八
項
目
に
亘
る
要
望
書

を
手
渡
し
、
内
容
を
説
明

し
た
あ
と
意
見
交
換
し
ま

し
た
。

２００７年(平成19年)１２月２０日 井 原 民 報（第１０６号） （２）

日本共産党井原市議団はみなさんの利益を守ることを第一に考え、市民こそ主人公の立場で奮闘します。

森本・石井市議の

生 活 相 談
と き
毎週月曜日 午前１０時～１２時

ところ
日本共産党市議団事務所 井原町103

でんわ
６２－６２００ (党市議団事務所)
６２－６０６１ (森本ふみお宅)
６２－４６６７ (石井 敏夫宅)

市
議
会
が
、
左
記
の
人
権
擁
護
委
員
候
補
者

の
推
薦
と
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

の
選
任
に
同
意
（
ど
ち
ら
も
任
期
３
年
）

人
権
擁
護
委
員
候
補

高
屋
町

中
村

誠
一

昭
和
３
０
年
生
ま
れ

井
原
町

梶
谷
美
奈
子

昭
和
２
０
年
生
ま
れ

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

岩
倉
町

撰

孟

昭
和
１
５
年
生
ま
れ

請

願

の

審

査

結

果

●
ア
メ
リ
カ
産
牛
肉
の
輸
入
条
件
の
緩
和
に
反
対
し
、

全
頭
検
査
へ
の
予
算
措
置
の
継
続
を
求
め
る
請
願

・
・
採

択

●
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
関
す
る
請
願
・
・
不
採
択

●
安
全
な
医
療
と
看
護
・
介
護
の
実
現
、
地
域
医
療
拡

充
を
は
か
る
た
め
医
師
・
看
護
師
等
の
大
幅
な
増
員

を
求
め
る
請
願
書

・
・
採

択

●
「
非
核
日
本
宣
言
」
の
意
見
書
採
択
を
求
め
る
請
願

・
・
不
採
択

●
「
保
険
で
よ
い
歯
科
医
療
の
実
現
を
求
め
る
意
見
書
」

採
択
を
求
め
る
請
願

・
・
採

択

５
請
願
す
べ
て
森
本
、
石
井
両
議
員
が
紹
介
議
員

●２０８万円・・・国民健康保険事業特別会計繰出
金

●９６４万円・・・いきいきデイサービス委託料

●３,０００万円・・小規模多機能型居宅介護施設
（高屋：こよし、芳井：やなせの２
施設）改修費

●５０９万円・・・老人医療給付費など

●１３５万円・・・特別保育事業費補助
金（西備保育園）

●１,５０２万円・・乳幼児等医療給付費など

●１,８１８万円・・ため池改良工事費（２か所）

●３００万円・・・小田川河川敷内の雑木伐採業務
委託料（団体等に委託）

●２７０万円・・・消火栓施設修理費負担金（井原、
出部分団各２基）

●７６４万円・・・災害復旧工事費など（６路線）

井原市議会１２月定例会で平成１９年度の一般
会計補正予算（１億４,６３０万円の追加）他６会
計の補正予算など１８議案が提案され、すべて原
案通り可決されました。一般会計の歳出（支出）
の主なものをお知らせいたします。

日
本
共
産
党
が
市
長

に
要
望
書
を
渡
す

こ
の
度
の
市
議
会
で
、
し
尿
の
汲
み
取
り

料
引
き
上
げ(

井
原
・
芳
井
地
区
の
１
０
㍑

８
１
円
を
９
２
円
に
改
定)

の
議
案
を
採
決

し
可
決
し
ま
し
た
が
、
日
本
共
産
党
の
森
本
、

石
井
両
市
議
や
上
本
、
井
口
、
田
辺
、
河
合
、

佐
能
、
三
宅
、
谷
本
の
９
議
員
は
こ
の
議
案

に
反
対
し
ま
し
た
。

師
走
に
入
り
、
今
年
も
あ
と
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。
皆

様
に
は
、
今
年
一
年
大
変
お
世
話
に
な
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

国
民
い
じ
め
の
自
公
政
治
に
審
判
を
下
し
た
夏
の
参
院
選

以
後
、
法
案
審
議
の
上
で
、
数
の
力
だ
け
で
ご
り
押
し
は
で

き
な
く
な
り
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
皆
様
と
力
を
合
わ
せ
、
憲
法
と
平
和
を
守
り
、

格
差
社
会
と
貧
困
の
広
が
り
を
是
正
し
、
地
域
経
済
と
暮
ら

し
を
守
る
た
め
引
き
続
き
奮
闘
い
た
し
ま
す
。

来
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

二
〇
〇
七
年
（
平
成
十
九
年
）
十
二
月

井
原
市
議
会
議
員

森
本

典
夫

井
原
市
議
会
議
員

石
井

敏
夫

し尿の汲み取り料
改定に９議員反対


